
今
後
の
国
際
社
会
に
対
応
す
る

人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
て
、
夏

休
み
期
間
中
（
３
泊
５
日
）
に
海

外
派
遣
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
事
業
の
対
象
者
は
、
町
内

在
住
の
中
学
生
・
高
校
生
（
20
人

程
度
）
で
す
。
詳
し
い
内
容
は
、

決
ま
り
次
第
、
各
公
民
館
、
町
内

の
学
校
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
す
る

予
定
で
す
。
ま
た
、
６
月
号
の
広

報
に
も
掲
載
し
ま
す
。

◇
派
遣
先

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和

国
及
び
マ
レ
ー
シ
ア
（
予
定
）

◇
対
象
者

町
内
在
住
の
中
学
生
・

高
校
生

◇
目
的

視
察
等
に
よ
る
語
学
研

修
・
交
流

◇
経
費

個
人
負
担
必
要

◇
問
合
せ
先

企
画
課

℡
820
―
５
６
０
２

（
企
画
課
）

◆
国
税
専
門
官
募
集

【
受
験
資
格
】

１
・

昭
和
49
年
４
月
２
日
～
昭
和

55
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

２
・

昭
和
55
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

１
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成

14
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業

見
込
の
者

２
人
事
院
が
１
に
掲
げ
る
者
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

【
試
験
の
程
度
】
大
学
卒
業
程
度

【
受
験
申
込
期
間
】

５
月
10
日(

木)

ま
で

【
受
験
申
込
先
】
第
一
次
試
験
地

を
所
轄
す
る
国
税
局
等

【
第
一
次
試
験
】

・
試
験
日

６
月
17
日(

日)

・
試
験
地

広
島
市
、
岡
山
市
、

松
江
市

・
試
験
科
目

教
養
試
験
（
多
枝

選
択
式
）、
専
門
試
験
（
多
枝

選
択
式
、
記
述
式
）

◆
税
務
職
員
募
集

【
受
験
資
格
】

昭
和
56
年
４
月
２
日
～
昭
和
59

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

【
試
験
の
程
度
】
高
校
卒
業
程
度

【
受
験
申
込
期
間
】

６
月
20
日(

水)

～
27
日(

水)

【
受
験
申
込
先
】
採
用
希
望
地
を

所
轄
す
る
人
事
院
地
方
事
務
局

【
第
一
次
試
験
】

・
試
験
日

９
月
２
日(

日)

・
試
験
地

広
島
市
ほ
か
７
会
場

・
試
験
科
目

教
養
試
験
、
適
性

試
験
、
作
文
試
験

◇
受
験
申
込
・
問
合
せ
先

広
島
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

研
修
係

℡
221
―
９
２
１
１

海
田
税
務
署
総
務
課

℡
823
―
２
１
３
１

（
税
務
課
）

懐
か
し
い
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
や
児

童
合
唱
等
で
童
謡
を
聴
き
、
坊
田

か
ず
ま
を
偲
び
ま
し
ょ
う
。
入
場

は
無
料
で
す
。

◇
と

き

５
月
６
日(

日)

午
後
１
時
半
～

◇
と
こ
ろ

東
公
民
館

◇
問
合
せ
先

「
坊
田
か
ず
ま
の
会
」
事
務
局

（
町
民
会
館
内
）

℡
854
―
３
１
１
１

（
生
涯
学
習
課
）

◇
と

き

５
月
26
日(

土)

午
後
１
時
半
～
午
後
４
時

◇
と
こ
ろ

町
民
会
館
視
聴
覚
室

◇
講

師

金

岡

照

さ
ん

（
郷
土
史
家
）

参
加
無
料
。
多
数
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

◇
問
合
せ
先

佐
々
木
勝
幸

℡
854
―
０
９
８
９

（
生
涯
学
習
課
）

５
月
は
消
費
者
月
間
、「
新
世

紀
を
か
し
こ
く
生
き
る
～
活
用
し

よ
う
消
費
者
契
約
法
～
」
を
統
一

テ
ー
マ
に
記
念
講
演
を
開
催
し
ま

す
。
○
と

き

５
月
16
日（
水
）

午
後
１
時
半
～

○
と
こ
ろ

町
民
会
館

（
生
活
環
境
課
）

３
月
の
初
旬
に
自
治
会
を
通
し

て
配
布
し
た
「
平
成
13
年
度
ご
み

の
正
し
い
出
し
方
」
の
大
型
ご
み

収
集
日
の
掲
載
内
容
に
一
部
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
該
当
地
区
の
方

は
次
の
と
お
り
訂
正
を
お
願
い
し

ま
す
。

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

春
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の

４
月
11
日
、
東
部
交
通
安
全
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

初
神
保
育
園
の
園
児
、
第
二
小

学
校
児
童
が
、
手
作
り
の
マ
ス
コ
ッ

ト
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し
、
交

通
安
全
の
啓
発
を
行
い
、
正
し
い

横
断
の
仕
方
、
正
し
い
自
転
車
の

乗
り
方
な
ど
、
海
田
警
察
署
、
交

通
安
全
協
会
の
指
導
を
受
け
ま
し

た
。

（
生
活
環
境
課
）
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平
成
13
年
度
海
外
派
遣
員
募
集

国
税
専
門
官･

税
務
職
員
募
集

没
後
六
十
年

郷
土
熊
野
町
が
生
ん
だ
童
謡
作
曲
家

「
坊
田
か
ず
ま
」

Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト

郷
土
史
研
究
会
主
催
文
化
財
講
演
会

「
広
島
藩
に
お
け
る
庄
屋
」

消
費
者
月
間
記
念
講
演
会

ご
み
の
正
し
い
出
し
方

の
訂
正
に
つ
い
て

交

通

安

全

正 誤

該
当
地
区

２
月
23
日

２
月
13
日

出

来

庭

募

集

訂

正

ＩＴ講習会は、６月から開催する予定です。詳しくは生涯学習課へ

催

し

交
通
安
全



熊
野
町
で
は
、
年
々
増
加
す
る

ご
み
の
不
法
投
棄
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

ご
み
の
不
法
投
棄
者
や
不
法
投

棄
物
を
発
見
し
た
場
合
は
、
警
察

に
捜
査
を
依
頼
す
る
な
ど
、
厳
し

い
措
置
を
と
り
ま
す
。

ご
み
の
不
法
投
棄
は
重
大
な
犯

罪
で
す
。
ご
み
は
正
し
い
ル
ー
ル

に
し
た
が
っ
て
出
し
、
み
ん
な
が

住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。
○
ご
み
を
不
法
投
棄
す
る
と

ご
み
を
不
法
投
棄
す
る
と
つ
ぎ

の
罰
則
が
科
さ
れ
ま
す
。

「
５
年
以
下
の
懲
役
又
は
１
千
万

円
以
下
の
罰
金
又
は
併
科
」

（
生
活
環
境
課
）

＝
お
よ
ろ
こ
び
＝

（
三
月
届
け
出
分
・
敬
称
略
）

氏

名

地

区

荒

谷

義

輝

呉

地

江

頭

凜

空

出
来
庭

前
土
井

香

帆

〃

中

野

結
莉
彩

〃

民

法

彩

華

中

溝

大

元

結

衣

〃

平

田

真

夕

〃

若

山

恵
梨
菜

萩

原

大
瀬
戸

勇

希

〃

好

光

季

生

城
之
堀

須

賀

愛

莉

〃

日

野

寿

之

新

宮

塩

萌

々

川

角

後
工
田

雄

人

〃

米

田

芽

生

〃

稲

津

吏

華

〃

藤

野

亜

美

貴

船

部

谷

夢

乃

石

神

木

海

人

〃

宗

條

宙

貴

柿

迫

内

山

春

奈

〃

世
木
田

佳

之

〃

世
木
田

悠

太

〃

隅

頼

刀

東

山

山

口

柊

也

〃

＝
お
く
や
み
＝

（
三
月
届
け
出
分
・
敬
称
略
）

氏

名

年
齢

地
区

田

村

卓

爾

59
歳

呉

地

松

尾

稔

74
歳

〃

才
津
原

敏

夫

69
歳

中

溝

千

弘

76
歳

〃

上

本

美
代
子

72
歳

萩

原

神

田

う

め

92
歳

〃

世
木
田

ハ
ツ
ヨ

86
歳

〃

勝

野

男

86
歳

城
之
堀

中

東

綾

女

76
歳

〃

小
田
原

ヨ
シ
ノ

92
歳

初

神

平

木

丈

太

82
歳

〃

小
田
原

ス
エ
子

79
歳

〃

時

田

正

男

94
歳

新

宮

大

藤

人

77
歳

〃

坊

田

孝

文

73
歳

川

角

佐
々
木

一

男

81
歳

〃

宮

田

松

枝

89
歳

〃

中

野

正

剛

56
歳

平

谷

古

奥

祝

男

84
歳

〃

下

本

孝

昭

41
歳

〃
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不
法
投
棄
防
止
の
た
め

の
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
て
い
ま
す

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
を
希
望
し
な

い
人
は
、
住
民
課
へ
届
け
出
る
際
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。（
住
民
課
）

ご

注

意

このたびの地震により被災された皆様には心からお見舞い申し上げます。
災害によって被害を受けられた方には、次のような税金の減免や申告と納税が猶予される制度があります。
◇雑損失控除と災害免除法

地震等の災害によって、住宅や家財などに損害を受けたときは、確定申告で次のどちらか有利な方法を選ぶこ
とによって、所得税の全部、又は一部を軽減することができます。

① 『所得税法』に定める雑損控除の方法
② 『災害減免法』に定める税金の軽減免除による方法（損害額が住宅や家財の価格の２分の１以上の場合に

限られます。）
◇予定納税の減額、源泉徴収の徴収猶予

所得税法や災害免除法による所得税の軽減免除は、最終的には、翌年の確定申告で清算されますが、災害等が
発生した後に納期限の到来する予定納税やサラリーマンの源泉所得税などについて、確定申告の前にその減額又
は徴収猶予などを受けることができます。

◇納税の猶予
災害などにより相当の損失を受けた場合、税務署長に申請をすることによって納税の猶予を受けることができ

ます。
◇申告などの期限の延長

災害などの理由により申告、納付などをその期限までにできないときは、その理由のやんだ日から２ヶ月以内
の範囲でその期限が延長されます。詳しくは、海田税務署へお尋ねください。

海田税務署 ℡823-2131（税務課）

災 害 救 援 制 度 情 報

総合案内（休日や夜間） 820-5600

Ｆ Ａ Ｘ 854-8009
総 務 課 820-5601

企 画 課 820-5602
税 務 課 820-5603

住 民 課 820-5604

福 祉 課 820-5605
生活環境課 820-5606

建 設 課 820-5607
都市整備課 820-5608

下 水 道 課 820-5609

水 道 課 820-5610
学校教育課 820-5620

生涯学習課 820-5621
議会事務局 820-5630

収 入 役 室 820-5612

青少年教育相談室 820-5659
健康課（町民会館内） 855-1755

教育集会所（川角） 854-0900

役場の電話番号
（各課直通）


